
 

  

 
 

 

聖霊
せいれい

降臨
こうりん

節
せつ

 第
だい

10主日
しゅじつ

 
   

《礼拝
れいはい

はインターネットで中継
ちゅうけい

配信
はいしん

いたします。ホームページにてどなたでも

ご視聴
しちょう

いただけますので、それぞれの場所
ば し ょ

で共
とも

に礼拝
れいはい

をしていただけます》 
 

前  奏
ぜ ん そ う

（黙 祷
も く と う

）AVE VERUM CORPUS（©著作権
ちょさくけん

消滅
しょうめつ

） 

招
まね

きの詞
ことば

 詩編
し へ ん

    107編
へん

 1節
せつ

 

賛 美 歌
さ ん び か

 21－448番
ばん

「お招
まね

きに応
こた

えました」（©JASRAC） 

聖  書
せ い し ょ

 マタイによる福音書
ふくいんしょ

  9 章
しょう

 9－13節
せつ

 

お 祈
いの

 り 

賛 美 歌
さ ん び か

 21－486番
ばん

「飢
う

えている人
ひと

と」（©JASRAC） 

メッセージ 「平和
へ い わ

をつくるために」   牛田
う し だ

 匡
ただし

 牧師
ぼ く し

 

賛 美 歌
さ ん び か

 「平和
へ い わ

の出発点
しゅっぱつてん

」（©塩田
し お た

泉
いずみ

） 

主
しゅ

の祈
いの

り 21－62番
ばん

「天
てん

にいます 私
わたし

たちの父
ちち

」（©教団
きょうだん

讃美歌
さ ん び か

改訂
かいてい

委員会
いいんかい

） 

献 げ 物
さ さ げ も の

（＊） 

誕生者
たんじょうしゃ

祝福式
しゅくふくしき

（＊＊） 

派  遣
は け ん

 21－91番
ばん

「神
かみ

の恵
めぐ

みゆたかに受
う

け」（1節
せつ

のみ）（©JASRAC） 

祝  福
し ゅ く ふ く

       牛田
う し だ

 匡
ただし

 牧師
ぼ く し

 

後  奏
こ う そ う

 アーメン コーラス（21－40－6番
ばん

）（©著作権
ちょさくけん

消滅
しょうめつ

） 

報  告
ほ う こ く

 （4頁
ページ

をご参照
さんしょう

ください） 
 

《お隣
となり

と間隔
かんかく

をあけて、席
せき

にお座
すわ

りになったままで礼拝
れいはい

にご参加
さ ん か

ください》 

＊「献げ物
ささげもの

（献金
けんきん

）」は参加費
さ ん か ひ

ではございません。 

受付
うけつけ

に献
けん

金箱
きんばこ

がございます。ご用意
よ う い

のある方
かた

のみ、お献
ささ

げください。 

＊＊みんなで今年度
こんねんど

7月
がつ

までにお生
う

まれの方
かた

をお祝
いわ

いいたします。 

ご遠慮
えんりょ

なさらず、どなたでもお申
もう

し出
で

ください。 

 

2021 年 7 月 25 日（日） 

日本キリスト教団 久宝
きゅうほう

教会
きょうかい

 

第 64 巻第 17 号（通算 3245 号） 

教会設立 1959 年 6 月 14 日 
 
〒581-0072 
大阪府八尾市久宝寺 6 丁目 7－10 

TEL 072-992-2131 FAX 072-992-2135 

主任担任教師・牛田 匡 牧師 

担任教師・水谷 憲 牧師 

隠退教師・小林 達夫 牧師 

郵便振替：00980－5－212130 「日本基督教団久宝教会」 

【集会案内】こどもの礼拝：毎日曜 10：15－10：30   何かお悩みがありましたらご遠慮なくご相談ください 

      主日礼拝：毎日曜 10：30－11：30 小さい子どもたちも、いつでも歓迎いたします。 

教会標語 
 

神様
かみさま

がすべての人
ひと

と共
とも

におられる 

ことを 証
あかし

ししていく教 会
きょうかい

 
 

ホームページ「久宝教会」 
（ウェブサイト）     

    http://www.koinonia.or.jp/kyuhokyokai 

【連絡先(牛田)】090-9161-4027 

kyuho-church@koinonia.or.jp 

この希望が失望に終わることはありません。私たちに与えられた聖霊によって、 

神の愛が私たちの心に注がれているからです。（ローマの信徒への手紙 5：5） 



 

招
まね

きの詞
ことば

 詩編 107 編 1 節 （聖書協会共同訳©日本聖書協会） 

1「主に感謝せよ。 

 まことに、主は恵み深い。 

 その慈
いつく

しみはとこしえに。」 

 

 

聖書 マタイによる福音書 9 章 9－13 節（聖書協会共同訳©日本聖書協会） 

 9イエスは、そこから進んで行き、マタイと言う人が収税所に座っているの

を見て、「私に従いなさい」と言われた。彼は立ち上がってイエスに従った。

10イエスが家で食事の席に着いておられたときのことである。そこに、徴税人
ちょうぜいにん

や罪人
つみびと

が大勢来て、イエスや弟子たちと同席していた。11ファリサイ派の人々

はこれを見て、弟子たちに、「なぜ、あなたがたの先生は徴税人や罪人と一緒

に食事をするのか」と言った。12 イエスはこれを聞いて言われた。「医者を必

要とするのは、丈夫な人ではなく病人である。13『私が求めるのは a慈しみで

あって、いけにえではない』とはどういう意味か、行って学びなさい。私が来

たのは、正しい人を招くためではなく、罪人を招くためである。」 

（脚注 a：別訳「憐れみ」） 

 

 

  



 

《先週の礼拝より》7 月 18 日 聖霊降臨節第 9 主日礼拝 

メッセージ「ミカル、怒
いか

る」より    岡嶋千宙
ち ひ ろ

伝道師 

聖書：サムエル記 下  6 章 16, 20－23 節 

 「サウルの娘」であり「ダビデの妻」であるミカル。その呼び名から分かる

通り、ミカルはいずれも王である二人の男性に翻弄
ほんろう

された人生を送ります。だ

からといって、主体性を持たない女性であったわけではありません。父サウル

亡き後、着々と権力を手中に収め王として台頭していく夫ダビデを、ミカルは

「心の底から嫌」い（サムエル下 6：16）い、「今日のイスラエルの王はなんと

栄光にみちていたことでしょう」（6：20）と皮肉を込めて批難します。明確な

理由は記されていませんが、その言葉を発した後、ミカルは「死の日まで子ど

もを持たなかった」（6：23）とされています。あるいは、正面切って批判の言

葉を向ける妻に愛想を尽かしたダビデが、ミカルから遠ざかったからかもしれ

ません。ですが、「子どもができない」のではなく、「子どもを持たない」と言

われてといることからすると、ミカルは、自ら望んでその選択をしたのだと考

えられます。当時、子どもがいないことは、共同体から疎外され得る要因とな

るものだったのに、あえてミカルが「子どもを持たない」ことを選んだのだと

したら。 

 社会が大きく変化していく中で作り上げられていく流れ、多数の、あるいは

有力な者たちが求める王制というあり方自体に対しての抗
あらが

い。さらに、王制

の精神的／霊的支えであり、社会の中心で社会の形をつくり出していた男性た

ちの思い描いていた「神／主ヤハウェ」という存在に対しての反発。ミカルは、

抗
あらが

い、声を上げたのです。自分自身を含めた女性たちを王制にまつわる政治

的駆け引きに巻き込み、一人の人間としての存在を忘れさせるあり方を否定し

たのです。社会の中心にいた男性たちが描く物語を退け、自分たちの思いとは

別のところで人を縛りつける「神」という枠を振り払ったのです。 

 まるで、ミカルの思いを汲
く

み取ったかのように、ミカルが生きた時代から約

1000 年後、一定の属性を持つ人たちによって担がれ、大きな場にでんと座る

神ではなく、一人ひとりのそばで、共にいてくれる神を説き示す人物が表れま

す。一人の女性を「誰かの娘」、「誰かの妻」と呼ぶのではなく、その人自身の

名前で呼んだイエス。主イエスに倣
なら

い、わたしたち一人ひとりが、耳を澄まし

て、隣人の声を聴いて、共に抗
あらが

いの声を上げていくことができるように。 

 

毎週の「メッセージより」は、ウェブサイト等にも順次掲載されています。 
 

 

 ホームページ    Facebook   LINE 公式アカウント 

            



 

◎ 先週の報告 （7 月 18 日） 

 礼拝出席 大人 5 名（中継動画再生数 12 回） 献金 4,000 円 感謝 
 

◎次週 2021 年 8 月 1 日（日）平和聖日（聖霊降臨節第 11 主日）礼拝 

 招きの詞 マタイによる福音書 5 章 9 節 

 聖 書 使徒言行録 9 章 26－31 節 

 メッセージ「慰めの人」水谷憲牧師 

 賛美歌 210 番（©P.D.）、561 番（©P.D.）、 

     499 番（©JASRAC）、524 番（©P.D.） 

  礼拝はインターネットで中継配信いたします。   
 

◎お知らせ 

・本日の礼拝後に、釜ヶ崎支援のための「おにぎり作り」を行い、いこい食堂にお届

けいたします。どなたでもご参加ください。 

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、大阪府には「まん延防止等重点措置」

が取られています（8 月 22 日まで）。ご自身が感染しないためにも、また他人に感

染させないためにも、そしてまた医療現場の逼迫を防ぐためにも、教会堂に集まる

形での礼拝にこだわらず、インターネットの中継配信を利用したご在宅での礼拝

など、それぞれの方が参加しやすい形で礼拝にご参加ください。教会では換気やマ

スク着用など感染予防に留意しながら礼拝をいたしますが、教会にいらっしゃる

際には、ご自身の体調にご注意いただいて、検温、手指消毒とマスク着用、お隣の

方との間隔をあけた着席をお願いいたします。「週報」や「メッセージ（全文）」は

ホームページからダウンロードしていただくことができます。またご希望の方に

はご自宅までお届けいたします。ご遠慮なくお知らせください。 

・今夏も「部落解放青年ゼミナール」（主催：日本基督教団部落解放センター）が開

催されます。今夏は、新型コロナウイルスの 

 感染予防として、ZOOM を利用したオンライ 

 ンでの開催となります。4 回の連続学習会の後 

全大会が行われます。日程は 8 月の 12（木）、 

13（金）、16（月）、20（金）、24（月）です。 

参加費は無料です。7 月末日 

までに右のメールか、QR 

コードより、お申し込み 

 ください。 

 

      

◎ 次週以降の行事予定   

 会場 メッセージ 行事 

8/1 

久宝寺地区 

久宝まぶねこども園 

（新園舎・教会堂） 

水谷牧師 平和聖日・ユーカリスト 

8/8 牛田牧師  

8/15 岡嶋伝道師  

8/22 牛田牧師 おにぎり支援 

  


